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鈴木武雄編
『社会主義と財政』
今年も予算編成のシーズンがやってきた。大蔵省では昭和43年度の一般会計予算の規模
を5兆7千億円程度とし，国債の発行額も6千億円台にとどめて「景気抑制型」予算作成
の方針をうちだしたと伝えられているが，今年も予算案をめぐって例年の通りさまざまな
意見が百出することであろっ。・ ぃうまでもなく，予算は国家政策の集約的表現であるので，
・予算論議は当然国家の財政•経済・社会・文化その他もろもろの政策ないし問題に対する
賛否の形をとらざるをえない。そのばあい，予算がいかなる視角から論じられるにしろ，
それらの拠って立つところのものは資本主義と社会主義という二つの立場に大別しうる。
ところで，本書は編者によると，後者の立場から財政問題を批判するうえでの基本的拠
りどころ，すなわち社会主義財政綱領を作成するための参考資料の一部を提供するために
編纂されたものである。もっとも，主として平和経済計画会議財政委員会のメンバーから
成る執筆者の考える社会主義というのは，生産手段の社会的所有に立脚する経済制度をさ
しているのであって，共産主義的社会構成体の低い段階としての社会主義を意味している
のではない。更に特徴的な点は，その社会主義実現の方法として社会主義体制への平和的
移行を志向していることである。そしてここでは人間の尊厳• 自由•平等という抽象的原
理が尊重されなければならない。
こういう基本的立場からの批判が，まずなによりも資本主義政党および政府の予算や財
政政策に向けられるのは当然であるが，同時に社会主義政党の財政綱領のあり方に対して
も向けられる。そのばあい，批判の“ものさし”になるのが財政綱領と云うわけであり，
それによって社会主義的財政要求の実現度や社会主義政党の財政綱領の真偽を確める手立
てにしようというのである。このような役割をもった財政網領を作成するための準備作業
を本書はイギリスとドイツの社会主義政党の財政網領の歴史的研究とソビエトおよび東ド
イツの財政研究に求めている。
第1部社会主義財政綱領と第1V部補論はいわば総論にあたるものであり，各論に相
当する第直部社会主義政党と財政政策と第皿部社会主義諸国の財政は「総論」で展開
されている論旨を裏付けるための歴史的資料を提供している。そこで本害を便宜的に「総
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論」と「各論」に分けて主要な論点を摘記してみよう。
第1章社会主義財政綱領をどう考えるか（高橋正雄）では，社会主義財政綱領を作成
するにあたって取りあげるべき項目とそれをめぐる問題点について論じられている。社会
主義財政綱領というばあい，社会主義国家の財政のあり方を示すものと，資本主義国家に
おける社会主義政党のあるべき姿を示めすものに分けることができるが，わが国では後者
の意味での網領の作成が現実の問題であるので，平和革命方式をとるわが国の社会主義政
党の財政網領は，当面のところ，現存の経済体制（＝混合経済）のもとで社会主義建設の
全面的なプログラムと有機的にむすびつくものでなければならないことを提示している。
第2章社会主義財政の諸原則（佐藤 進）では，網領作成に際しての基本的姿勢とし
て，共産党宣言 (1848)ゴーク綱領 (1875)エルフルト綱領 (1891)等の，社会主義財政
のあり方を規定した古典的綱領の発展的継承の必要が説かれ，それに欠ける現実的でもっ
ぱら技術的な現在の西ドイツ社民党の網領は保守政党のそれとあまり大差がないと鋭く批
判されている。さらに，新しく展開されている社会主義国での財政のあり方と方向を検討
したのち，現存の社会主義国にこそ古典的綱領の思想的遺産が継承され，これを発展させ
た独自の社会主義財政が形成されつつあり，わが国の社会主義的財政綱領もそれを模範に
すべきであると著者はいう。第1章 間接税の廃止，単一累進所得税要求の歴史的意義と
限界（黒田久太）では，古典的租税網領の中心的テーゼであったこの要求が，経済組織と
それに照応した税制の変化によって20世紀の今日もはや獲得目標としての意味を失ったこ
と，従って累進所得税の単一課税に代って法人税の累進課税を，あらゆる間接税の廃止よ
りもむしろ奢｛多品に対する重課を目標にあげるべきことが主張されている。第8章 社会
主義財政綱領管見（鈴木武雄）は，いまや国民の大きな関心事である公共料金・社会保険
料の負担や税制改革等々の今日的問題に対して社会主義政党はいかなる態度でぞのむべき
かにつき示唆を与えたものであるが，要するに，現代国家の本質的性格を認識し社会主義
に向って成熟しつつある物質的条件を促進させるような税制改革綱領の必要性を著者は説
いている。
さて，先進資本主義国における社会主義政党の財政綱領から社会主義財政の基本原則が
失われつつあることは「総論」で関説されている重要な点であるが，第1次大戦前のドイ
ツ社民党の財政綱領修正過程とそれの諸帰結を史実に照らして描き出したのが第3章 ド
イツ社会民主党の財政政策・綱領（広田司朗）である。先年上梓された著者の労作のエッ
センスとも云うべきこの論文は，租税および予算協賛の問題をめぐって生じた党内の対立
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過程のなかで，労働者の現実的利益の擁殿という形で社会主義財政の基本原則が歪められ，
遂にはドイツ帝国主義政策の片棒をかつぐに至った同党の悲劇をはっきりと指摘してい
る。さらに，既に1924年に政権を担当し，第2次大戦後再度にわたって内閣を組織してい
るイギリス労働党もまたドイツ社民党の辿った路を歩んでいることを明らかにしたのが，
第4章 イギリス労働党の財政政策（秋山 穣）である。そこでは，イギリス労働党のば
あい，政策主体の地位につきながら，否それになったがゆえに，現実的な砂策をとらざる
を得なくなり，財政政策を実施するにあたってそれが後退した財政綱領からも乖離してゆ
く過程を浮彫りし，その究極的原因を労働党の修正資本主義的な体質にもとめている。第
5章ソ連邦の財政概説（阿部勇）と第6章 ドイツ民主共和国の財政（佐藤進）
は，ともに現存の社会主義国における財政改革と社会主義財政独自の原則の形成過程を倣
述したものであるが，前者では，ソ連邦経済の社会主義化によって完成されたソ連邦社会，
主義財政が資本主義財政とくらべていかにすぐれ，それがソ連邦経済の飛躍的発展にどれ
ほど大きく貢献していろかを手ばなしで称えている。後者は，ソ連邦によ・って社会主義国
として生誕させられた東ドイツがソ連邦の財政制度を模倣しながら，社会主義財政完成化
への道を歩んでいることを叙述したものであるが，その歩みが余り速くないことと，社会
主義財政の重要な特徴である財政の経済発展に関する役割りが，東西両ドイツのこれまの
経済成長率を比較考量した限り，ソ連邦でみられるほど高くないことが指摘されている。
最後に，本書のなかにみられる問題点を若干摘記しこの紹介のしめくくりに代えよう。
まず第1に，共同労作の性格上まぬがれえないことであろうが，論者の間に意見の喰い違
いがうかがえることである。例えば，法人税重課論に対する黒田論文と鈴木論文にみられ
る見解の不一致や，本書全体を通じては， 「各論」での歴史的帰結が「総論」とりわけ高
橋論文に反映されていない点である。第2に，社会主義体制への平和的移行という立場を
とる限り，資本制生産関係のもとでの産業国有化は無限に拡大されることなく，ある場合
には政府経済部門が民間経済部門の周辺を補強する消極的な役割にまわされることになり
はしまいか。第3に国家と企業との緊密化によって国家が企業課税により企業の生産物
の配分に直接参加するようになっても，生産の社会化が文字通り実現しているわけではな
いことは既に指摘されているところである。第4に，これと関連することであるが，生産
の社会化を促進するような税制改革の主張は，資本制生産関係のもとでは巨大企業の保護
になりかねず，第5に，この意味からも，わが国の社会主義財政網領の基本的方向として，
発展させた古典的社会主義財政原則と社会主義国とおける新しい財政原則とをただ機械的
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に結びつけることなく，両者の関係を充分に検討しなければならない。第6に，本書の立
場からその社会主義政党の財政政策は広範な国民的共感と支持をかちうるものでなけれ
ば，社会主義の後退現象をくりかえすだけであるので，どうしても現実的な性格を帯びざ
るをえなくなる。そのばあい，原則と現実との間隙をうずめるなんらかの具体的なプログ
ラムが必要となる。この極めて困難な問題の処理いかんによっては， ドイツ社民党とイギ
リス労働党の例をみるまでもなく，社会主義政党の存立そのものが問われることになるで
あろう。
以上のような基本的問題点一ーそのなかには紹介者の誤解もあろうかと思われるが一~
を含んでいるとはいえ，社会主義体制への平和的移行が少くとも夢想でなくなり，それへ
のプログラムの要請されている今日的状況において，本書の上梓はまさに時機をえたもの
と云えよう。 （三一書房，昭和42年5月刊， A5,177ペー ジ， 750円。）
一戒田郁夫―
大庭脩著
『江戸時代における唐船持渡書の研究』
危大にして巨冊の新刊著書を贈られて，まず感じることは，著者の精進と快挙におしみ
ない讃辞をさけび献じたい気持と，そのすぐれた能力に対する羨望の気持の交わった一種
複雑な興奮状態の感情におそわれるものである。やがて，その気持は，果して自分は読み
こなせるか，著者の意図にそくして充分な利用がなしうるかとのためらいに似た自己懐疑
においやられ，その研究からは門外漢であると自覚すると，消極的に誰か他に自分よりもよ
り良く利用し活用し得る人が望むならば譲ろうと考え，逆に，そんな考えとは裏腹に，積
極的に未知の善知識の幾分でも摂取しようとする欲求をかきたてられるものである。
私が最近そんな感じを味わった著書が，ここに紹介しようとする大庭脩教授（関西大学
文学部）の著編になる『江戸時代における唐船持渡書の研究』である。本書は， B5版，
研究編238ページ，資料編500ページ，等本文739ページ約1万種の書名をあげる索引60
ページロ絵10葉からなる文字通りの巨冊で，関西大学東西学術研究叢刊の第1として，昭
和42年3月に刊行されたものである。
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